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英語自主学習センター（ＳＡＬＣ）の試行について 
 

◇趣 旨 

  学生が「使える外国語」を身につける手助けをする場所として、英語自主学習

センター（Self-Access Learning Centre）を設置するもの。 
 
◇目 的 

・社会に出た時に「使える外国語が身についている」こと。 

「使える外国語」とは、たとえば外国語でプレゼンができる、外国人訪問者に

対して会話ができる、留学時に必要な外国語を身につける、名古屋市立大学生

として名古屋の魅力を海外に発信することができる、また将来的に海外勤務が

可能となる、などを指す。 
 

     ・学年が進み、外国語の授業から遠ざかることによって語学力が落ちていく学生

に対し、外国語に触れる場所を提供すること。 

学生は、ＳＡＬＣに設置予定のパソコンやｉＰａｄでインターネットやビデオ

を通して、また書籍等を通して自主学習を行う。 
 

   ◇検討経過 

  大学教育推進機構のもとにある英語力向上検討ＷＧにおいて本学の英語教育

の在り方について検討する中で、語学担当教員及び外国人教師の強い要望により

試行を検討した。 
 

   ◇実施組織 

     大学教育推進機構 
 

    ◇実施期間 

      平成２６年４月１日～平成２６年９月３０日 
 

   ◇予 算 

     特別研究予算及び教養教育の特別予算 
 

    ◇運 営 

（1）責任者 

      外国人教師 ルイーズ ヘインズ、ベネシア ウイリアムズ 

     (2) 管理・予算執行 

      山の畑事務室 

（3）設置場所 

      山の畑キャンパス２号館３０９教室 

     (4)その他 

      ＳＡ（学生アシスタント）が運営を補助する。 

      ※ＳＡについては、当面は無償ボランティアとする。 
 

   ◇その他 

       試行期間終了後は、大学教育推進機構において検証を行い、以降の方針を決定

することとする。 

【年度計画15】
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英語自主学習センター（ＳＡＬＣ）試行にあたっての 

学習室の管理運営要綱（案） 
 

（趣旨） 
第１条 この要綱は、英語自主学習センターの学習室（以下「ＳＡＬＣルーム」という）

の管理と運営について定めるものとする。 
（管理運営体制） 
第２条 外国人教師ルイーズ・ヘインズ、ベネシア・ウイリアムズの２名は管理運営責任

者としてＳＡＬＣルームの管理及び運営にあたる。 
（２）管理運営責任者は、ＳＡＬＣルームの運営に協力を申し出た学生に学生スタッフと

してＳＡＬＣルームの運営補助にあたらせることができる。 
（設置場所） 
第３条 ＳＡＬＣルームは、滝子キャンパス２号館３０９セミナー室に設置する 
（利用時間） 
第４条 ＳＡＬＣルームは、責任者か学生スタッフが在室時のみ開室するものとし、不在

の場合は施錠する。利用可能時間帯を掲示板に張り出す等開室時間の周知を行うものと

する。 
（鍵の管理） 
第５条 鍵は、２号館１階教員控室にて保管するものとし、管理運営責任者又は学生スタ

ッフがＳＡＬＣルームの鍵を借り受ける際は、鍵貸出簿に氏名、貸出時刻を記入し、鍵

返却時は返却時刻を記入するものとする。 
（備品管理） 
第６条 管理運営責任者は、iPad 等の備品類は、家具に鎖で結びつける等盗難防止策を施
すものとする。 

（施行期間） 
第７条 試行期間は平成２６年４月１日から平成２６年 9月３０日までとする。 
（施設関係の事務） 
第８条 試行期間中の事務は、山の畑事務室が担当する。 
 
この要綱は平成２６年４月１日より施行する。 
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平成 25年度 国際学会参加実績 

研究科 人数 主な参加学会（国名） 
医学研究科 １４ ・11th World Congress of Perinatal Medicine(（ロシア） 

・10th International Gastric Cancer Congress（イタリア） 

・2nd International Symposium 2014 IgG4-RD & Associated 

Conditoins (アメリカ） 

薬学研究科 １２ ・XXIV Congress of International Society on Thrombosis and 

Haemostasis（オランダ） 

・27th Conference of the European Colloid and Interface 

Society（ブルガリア） 

・6th Joint Meeting of the Societies for Free Radical Reseach 

Australasia and Japan（オーストラリア） 

芸術工学研究科 ７ Asia Digital Art & Design Association 2013 (韓国) 

システム自然科学研究科 １ Chromatin Mechanisms and Cell Physiology（ドイツ） 

合計 ３４  
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